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小
林
千
古
は
、
長
い
間
忘
れ
ら
れ
て
い
た
画
家
で
あ
る
。
千
古
は
一
八
七
〇

年
に
広
島
県
佐
伯
郡
地
御
前
村
（
現
在
の
廿
日
市
市
地
御
前
）
に
生
ま
れ
、

一
八
八
八
年
に
勉
強
を
目
的
に
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
へ
渡
っ
た
。
渡
米
三
年
後
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
美
術
学
校
で
絵
画
を
学
び
始
め
、
や
が
て
優
秀
な
成
績

で
卒
業
し
た
。一
八
九
八
年
に
母
の
病
気
見
舞
い
の
た
め
に
一
時
帰
国
し
た
が
、

同
年
末
に
い
と
こ
が
住
ん
で
い
た
ハ
ワ
イ
へ
行
き
一
九
〇
〇
年
ま
で
同
地
で
活

躍
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
本
土
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
っ
た
。
ロ
ン
ド

ン
、
パ
リ
、
イ
タ
リ
ア
で
の
美
術
研
究
を
経
て
一
九
〇
三
年
に
帰
国
し
、
や
が

て
東
京
の
画
壇
に
登
場
し
た
。
惜
し
く
も
一
九
一
一
年
に
病
没
し
た
た
め
、
東

京
で
の
画
家
生
活
は
、
一
九
〇
五
年
か
ら
病
気
の
た
め
帰
郷
し
た
一
九
〇
八
年

ま
で
三
年
足
ら
ず
の
短
い
期
間
で
あ
る
。

　

千
古
作
品
が
初
め
て
中
央
画
壇
で
発
表
さ
れ
た
の
は
、
一
九
〇
五
年
の
第
十

回
白
馬
会
展
で
あ
る
。
千
古
は
、
パ
リ
滞
在
中
に
知
り
合
っ
た
黒
田
清
輝
や
岡

田
三
郎
助
等
と
の
縁
故
か
ら
白
馬
会
に
入
会
し
、
中
央
画
壇
に
登
場
し
た
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
美
術
教
育
を
受
け
た
と
い
う
千
古
の
経
歴
は
、
日
本
で
の

活
躍
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
日
本
の
批
評
家
た
ち
は
、
風
変

わ
り
な
経
歴
を
持
つ
む
し
ろ
異
質
な
画
家
と
し
て
千
古
を
位
置
づ
け
た
。
そ
し

て
、
彼
の
死
後
、
小
林
千
古
の
名
前
は
長
い
間
日
本
美
術
史
か
ら
消
え
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

千
古
の
名
前
が
再
登
場
し
た
の
は
、
彼
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
約
七
十
年
後
、

一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
、
小
林
家
旧
宅
の
土
蔵
に
残
さ

れ
た
遺
品
の
中
か
ら
千
古
作
品
が
発
見
さ
れ
、
や
が
て
遺
族
に
よ
っ
て
広
島
県

立
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
作
品
が
同
美
術
館
常
設
展
で
初
め
て
展
示
さ

れ
た
の
が
一
九
八
四
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
広
島
洋
画
界
の
礎
と
な
っ
た
画

家
と
し
て
名
前
が
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
業
績
に
関

す
る
調
査
研
究
の
余
地
は
ま
だ
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

千
古
研
究
が
難
し
い
理
由
と
し
て
、
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
作
品
や
資
料

の
少
な
さ
と
、
長
い
ア
メ
リ
カ
生
活
の
た
め
日
本
で
活
躍
し
た
時
間
が
短
か
っ
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た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
百
年
以
上
も
の
時
間
を
遡
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

と
ホ
ノ
ル
ル
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
二
都
市
で
活
躍
し
た
千
古
の
足
跡
を
追
う
の

は
、
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
洋
画
界
の
黎
明
期
に
当
時
芸
術
の
中
心

で
あ
っ
た
パ
リ
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
画
家
の
一
人
と
し
て
、
千
古
の

存
在
は
意
義
深
い
。

　

千
古
は
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
何
を
学
び
、
そ
し
て
日
本
で
何
を
成
し

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
千
古
が
渡
米
す
る
に
至
っ
た

背
景
と
、留
学
先
が
ど
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、

千
古
の
主
要
三
作
品
「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」（
図
１
）、「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」（
図
２
）、

「
誘
惑
」（
図
３
）
が
描
か
れ
た
背
景
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で

の
美
術
教
育
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
研
究
が
千
古
に
与
え
た
影
響
、
日
本
で
受
け

た
評
価
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
明
治
末
期
の
日
本
美
術
界
の
様
相

を
考
察
し
て
み
た
い
。

小
林
千
古
と
ア
メ
リ
カ

　

一
八
五
四
年
の
日
米
和
親
条
約
締
結
以
降
、
西
洋
の
学
問
や
技
術
を
学
ぶ
た

め
に
多
く
の
日
本
人
学
生
が
渡
米
し
た
。
し
か
し
、
西
洋
絵
画
研
究
を
志
す

日
本
人
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
「
芸
術
の
都
」
パ
リ
で

あ
っ
た
。
美
術
の
み
な
ら
ず
文
化
全
般
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
学
ぶ
べ
き
伝

統
の
な
い
国
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
西
洋
文
化
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
知
識
人

に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
辺
境
の
地
で
あ
り
、
太
平
洋
航
路
を
経
由
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
際
の
通
過
点
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済

的
余
裕
の
な
い
私
費
留
学
生
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
は
、
渡
欧
費
用
や
学
費
を

稼
ぎ
な
が
ら
西
洋
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
。

　

千
古
の
当
初
の
渡
米
目
的
は
「
学
術
勉
強
」
で
あ
り
、
特
に
具
体
的
な
目
標

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
渡
米
は
、
若
者
が
地
方
に
埋
も
れ
る
よ
り
は

む
し
ろ
海
外
で
成
功
を
収
め
る
の
を
奨
励
し
た
当
時
の
政
策
と
、
移
住
熱
の
強

か
っ
た
彼
の
出
身
地
の
影
響
で
あ
る
。
千
古
は
堅
実
な
商
人
の
息
子
で
、
広
島

市
内
の
漢
文
学
の
私
塾
で
教
育
も
受
け
て
お
り
、
職
探
し
や
物
質
的
な
成
功
は

彼
を
ア
メ
リ
カ
ま
で
駆
り
立
て
た
直
接
的
な
動
機
で
は
な
い
。
そ
の
点
は
、
彼

が
目
的
地
と
し
て
、
農
園
労
働
者
の
た
め
の
移
住
地
で
あ
り
千
古
の
渡
米
時
は

ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
属
さ
な
か
っ
た
ハ
ワ
イ
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
本
土
の
都
市

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
選
ん
だ
事
実
か
ら
も
明
白
で
あ
る

0

。

　

建
国
か
ら
僅
か
一
世
紀
し
か
経
た
な
い
新
興
国
で
あ
っ
た
十
九
世
紀
後
半
の

ア
メ
リ
カ
は
、
大
都
市
の
発
展
や
鉄
道
の
建
設
等
に
伴
い
、
低
賃
金
の
労
働

力
を
必
要
と
し
て
い
た
。
特
に
、
金
鉱
の
発
見
以
降
急
速
な
人
口
増
加
、
都
市

化
を
経
験
し
て
い
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
軽
労
働
の
需
要
が
非
常
に
高

か
っ
た
。
更
に
、
好
景
気
に
伴
う
上
流
、
中
流
階
級
の
誕
生
と
知
識
人
層
の
出

現
で
、
こ
の
都
市
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
文
化
的
中
心
と
し
て
の
役
割
を
も
果

た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
渡
欧
す
る
経
済
的
余
裕
の
な
い
私
費
留
学

生
に
と
っ
て
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
学
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
西
洋
美
術
に
触
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れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
。

　

一
八
九
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
在
米
日
本
人
二
、〇
三
九
人

の
内
一
、一
四
七
人
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
で
、
そ
の
大
半
が
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
い
る
勤
労
学
生
で
あ
っ
た

1

。
経
済
的
余
裕
の
な
い
日
本
人
学
生
た
ち

の
多
く
は
、ア
メ
リ
カ
人
家
庭
に
住
み
こ
ん
で
、雑
用
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
っ

て
英
語
を
学
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ク
ー
ル
ボ
ー
イ
」
と
な
っ
た
。
千
古
も
そ
の

よ
う
な
勤
労
学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
。
渡
米
直
後
は
夜
学
に
通
っ
て
英
語
を
学

ん
で
い
た
が
、
あ
る
時
美
術
学
校
に
通
っ
て
い
た
日
本
人
と
面
識
を
得
た
。
そ

し
て
、「
其
の
友
人
の
話
に
非
常
の
趣
味
を
感
じ
、
学
校
の
絵
の
話
、
米
国
の

画
家
の
境
遇
、
絵
画
の
価
格
等
を
聞
き
、
遊
心
勃
々
禁
ず
る
能
は
ず
、
終
に
其

の
年
の
九
月
に
私
立
画
学
院
に
入
学
」
し
た
の
で
あ
る

2

。

　

大
陸
横
断
鉄
道
完
成
（
一
八
六
九
年
）
の
お
か
げ
で
、
東
海
岸
か
ら
内
陸
を

遙
か
に
隔
た
っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
東
部
に
遅
れ
ぬ
だ

け
の
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
し
、
そ
の
た

め
、
よ
り
自
由
な
空
気
を
求
め
た
知
識
人
や
芸
術
家
が
、
東
部
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
多
く
や
っ
て
き
た
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
近
郊
に
は
、
独

自
の
豊
富
な
風
景
画
の
題
材
が
あ
り
、
ま
た
、
富
裕
者
層
及
び
美
術
後
援
者
た

ち
の
出
現
は
、
絵
画
市
場
の
急
成
長
と
美
術
団
体
の
誕
生
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

一
八
六
五
年
に
組
織
さ
れ
短
命
に
終
わ
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
芸
術
連
盟
と
、

続
く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
芸
術
家
連
盟
設
立
の
後
、
一
八
七
一
年
に
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
美
術
協
会(San Francisco A

rt A
ssociation)

が
設
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
三
年
後
に
は
、
西
海
岸
最
初
の
美
術
学
校
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
校
（California School of D

esign

）
が
設
立
さ
れ
た
の
で

あ
る

3

。

　

こ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
校
こ
そ
が
、
千
古
の
入
学
先
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
芸
術
家
育
成
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
き

た
美
術
学
校
で
あ
る
。
千
古
在
籍
中
の
一
八
九
三
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
付
属
と
な
り
、
寄
贈
さ
れ
た
建
物
の
旧
所
有
者
名
に
ち
な
ん
で
マ
ー
ク
・
ホ

プ
キ
ン
ス
美
術
学
校
（M

ark H
opkins Institute of A

rt

）
と
改
名
さ
れ
た

（
以
降
本
稿
に
お
い
て
は
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
で
統
一
）。
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ

ン
ス
の
教
官
た
ち
は
、
パ
リ
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
る
か
、
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
東

部
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
や
っ
て
き
た
優
れ
た
芸
術
家
た
ち
で
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
を
代
表
す
る
芸
術
家
た
ち
で
も
あ
っ
た

4

。
更
に
、
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン

ス
で
は
、
パ
リ
の
官
立
美
術
学
校
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
（É

cole des 

B
eaux-A

rts

）
と
同
様
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

影
響
が
色
濃
か
っ
た
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
Ｌ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、「
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
の
学
生
た
ち
は
、
当
時
の
水
準
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
パ
リ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
同
様
の
学
校
に
匹
敵
す
る
絵
画
の
基
礎
技
術
を
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
の
で
あ
る

5

。

　

マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
で
学
ん
だ
日
本
人
画
学
生
の
中
で
、
千
古
は
ぬ
き
ん

で
た
存
在
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
九
五
年
九
月
二
九
日
付S

an
 F

ran
cisco 

E
xam

in
er

の "T
he T

alent of a Japanese" 

と
い
う
新
聞
記
事
で
は
、「
将
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来
有
望
な
ミ
カ
ド
の
臣
民
」
と
い
う
副
題
に
続
け
て
、「
小
林
の
画
業
は
め
ざ

ま
し
く
進
歩
し
て
お
り
、
デ
ッ
サ
ン
の
ク
ラ
ス
で
は
最
も
優
れ
た
生
徒
の
一
人

で
あ
る
」
と
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

6

。
千
古
が
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン

ス
に
入
学
し
た
の
は
一
八
九
一
年
で
あ
る
。
働
き
な
が
ら
勉
強
し
た
た
め
、
通

常
四
年
の
と
こ
ろ
を
六
年
通
学
し
た
が
、
一
八
九
六
年
に
卒
業
し
た
際
に
は
ク

ラ
ス
の
首
席
だ
っ
た
。
学
校
で
は
各
年
度
末
に
競
技
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

こ
で
優
れ
た
作
品
に
対
し
て
賞
が
与
え
ら
れ
た
。
千
古
は
、一
八
九
六
年
の
Ｗ
・

Ｅ
・
ブ
ラ
ウ
ン
メ
ダ
ル
と
い
う
人
体
デ
ッ
サ
ン
の
ク
ラ
ス
で
最
高
の
作
品
に
与

え
ら
れ
る
金
メ
ダ
ル
と
、
一
八
九
七
年
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｐ
・
エ
イ
ブ
リ
ー

メ
ダ
ル
と
い
う
油
彩
画
対
象
の
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

千
古
受
賞
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
桑
港
時
事
やD
a

ily J
a

p
a

n
 H

era
ld

の

よ
う
な
日
本
語
新
聞
だ
け
で
な
く
、S

a
n

 F
ra

n
cisco E

xa
m

in
er

とS
a

n
 

F
ra

n
cisco C

h
ron

icle

と
い
っ
た
主
要
な
地
元
英
字
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
た

7

。
一
八
九
六
年
五
月
二
〇
日
付S

an
 F

ran
cisco C

h
ron

icle
の
関
連
記

事
で
は
、
メ
ダ
ル
授
賞
式
や
受
賞
者
た
ち
、
学
校
の
運
営
状
況
等
の
説
明
に
引

き
続
き
、
展
覧
会
中
で
優
れ
た
作
品
の
一
つ
は
日
本
人
メ
ダ
リ
ス
ト
千
古
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

8

。
競
争
者
の
数
が
三
百
人
以
上
で
あ
っ
た

の
で
非
常
に
競
争
が
激
し
か
っ
た
と
、
千
古
は
後
に
回
想
し
て
い
る

9

。
実
際
、

そ
れ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
最
も
権
威
あ
る
競
技
展
覧
会
で
あ
り
、
審
査
員
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
中
か
ら
選
ば
れ
る
五
人
の
芸
術
家
で
構
成
さ
れ
て
い
た

A

。
そ

の
競
技
会
で
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
そ
の
頃
差
別
の
対
象
で
あ
っ
た
在
米
日
本

人
と
し
て
は
最
大
の
栄
誉
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
八
九
〇
年
代
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
日
本
人
住
民
の
急
増
に
よ

り
、
排
日
感
情
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
中
国
人
や
日
本
人
移
民
に
労
働

の
場
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
、
ア
ジ

ア
人
に
対
す
る
憎
悪
を
公
に
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
千
古
受
賞
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
在
米
日
本
人
の
中
に
は
知
識
人
層
も
含
ま
れ

て
お
り
、
加
え
て
そ
の
中
に
は
優
れ
た
能
力
を
持
つ
者
も
い
る
の
だ
と
証
明
で

き
た
と
い
う
意
味
で
、
日
本
人
移
民
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
が
そ
の
国
籍
に
関
係
な
く
千
古
に
賞
を
与
え
た

と
い
う
事
実
は
、
日
本
人
で
あ
っ
て
も
、
優
れ
た
芸
術
家
で
あ
れ
ば
美
術
の
世

界
で
は
平
等
に
扱
わ
れ
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
金
メ
ダ
ル
受
賞
の

経
歴
は
、
千
古
が
ア
メ
リ
カ
で
画
家
と
し
て
成
功
す
る
大
き
な
助
け
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

一
八
九
八
年
に
一
時
帰
国
し
た
際
、
千
古
は
美
術
研
究
の
た
め
に
渡
欧
す
る

決
意
を
し
、
そ
の
旅
費
を
稼
ぐ
た
め
に
一
八
九
八
年
十
一
月
か
ら
一
九
〇
〇
年

十
月
ま
で
ホ
ノ
ル
ル
に
滞
在
し
た
。
ホ
ノ
ル
ル
で
は
彼
の
い
と
こ
小
林
卯
之
助

が
日
本
人
向
け
の
旅
館
を
経
営
し
て
い
た
た
め
、
活
動
の
足
掛
か
り
を
得
る
こ

と
が
容
易
だ
っ
た
の
で
あ
る
。画
塾
を
開
き
絵
画
の
個
人
教
授
を
行
う
一
方
で
、

千
古
は
現
地
の
著
名
人
た
ち
の
肖
像
画
を
描
い
た
。
一
八
九
〇
～
一
九
〇
〇
年

代
の
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
西
洋
絵
画
は
、
ま
だ
発
展
途
上
の
段
階
に
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
日
本
人
で
は
あ
る
が
ア
メ
リ
カ
本
土
で
教
育
を
受
け
た
優
秀
な
画
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家
で
あ
っ
た
千
古
は
、
日
本
人
社
会
だ
け
で
な
く
、
ハ
ワ
イ
美
術
界
で
も
好
意

を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

B

。

　

千
古
は
、ホ
ノ
ル
ル
だ
け
で
な
く
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、ボ
ス
ト
ン
、シ
カ
ゴ
等
、

ア
メ
リ
カ
の
数
都
市
で
絵
を
売
っ
て
渡
欧
費
用
と
帰
国
費
用
を
稼
い
だ
。
十
九

世
紀
ア
メ
リ
カ
で
は
、
個
人
資
産
と
し
て
肖
像
画
を
持
つ
こ
と
に
人
気
が
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
千
古
は
生
活
の
た
め
に
多
く
の
肖
像
画
を
描
き
、
そ
れ
が

千
古
作
品
所
在
の
多
く
が
知
ら
れ
て
い
な
い
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
肖

像
画
は
注
文
主
の
指
示
の
下
に
描
か
れ
、
基
本
的
に
注
文
主
に
所
有
さ
れ
る
運

命
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
経
済
、
絵
画
市
場
の
発
展

は
、
千
古
に
名
門
美
術
学
校
で
学
ぶ
機
会
と
自
ら
生
計
を
立
て
る
手
段
を
与
え

た
が
、
そ
の
た
め
に
彼
の
作
品
が
散
逸
し
所
在
不
明
に
な
っ
た
の
は
、
誠
に
皮

肉
で
あ
る
。

　

千
古
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
途
上
の
一
九
〇
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

再
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
ホ
ノ
ル
ル
に
滞
在
し
た
。
そ
の
際
、
現
地
の
日
本

語
新
聞
に
は
、
美
術
学
校
で
金
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
修
行
を
積

ん
だ
将
来
有
望
な
油
絵
画
伯
と
し
て
、
千
古
の
名
前
が
登
場
す
る

C

。
ア
メ
リ
カ

に
住
む
同
郷
人
に
と
っ
て
、
異
国
の
地
で
高
く
評
価
さ
れ
た
新
進
画
家
小
林
千

古
は
誉
れ
と
憧
れ
で
あ
っ
た
。
西
欧
諸
国
で
勉
強
し
た
と
い
う
事
実
と
、
パ
リ

で
日
本
洋
画
界
の
重
鎮
黒
田
清
輝
と
出
会
い
、
黒
田
を
囲
む
多
く
の
画
家
や
知

識
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
こ
と
は
、
帰
朝
画
家
小
林
千
古
に
日
本
で
の
活

躍
を
約
束
す
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
し
か
し
、
帰
国
後
の
千
古
は
や
が
て
、

ア
メ
リ
カ
帰
り
の
画
家
に
対
す
る
日
本
美
術
界
の
厳
し
い
評
価
と
向
き
合
う
こ

と
と
な
る
。

「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
に
見
る
ア
メ
リ
カ

　

千
古
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
は
、
一
九
〇
五
年
の
第
十

回
白
馬
会
展
に
出
品
さ
れ
た
。
こ
の
白
馬
会
展
は
、
千
古
に
と
っ
て
中
央
画
壇

へ
の
初
登
場
で
あ
り
、
日
本
で
の
経
歴
で
最
も
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
千
古
は
二
十
二
作
品
を
出
品
し
て
い
る
が
、「
外
光
派
」
と
も
呼
ば
れ
る

明
る
い
色
彩
表
現
が
目
立
つ
他
の
参
加
作
品
と
は
異
な
る
彼
の
画
風
に
関
し

て
、
批
評
家
た
ち
は
支
持
派
と
不
支
持
派
に
二
分
し
た
。
様
々
な
批
評
の
中
で

「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
に
直
接
言
及
し
て
い
る
の
は
、
一
九
〇
五
年
十
一
月
二
十

日
付
美
術
新
報
で
あ
る
。
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�

沢
山
の
中
で
好
い
と
思
っ
た
の
は
『
ミ
ル
ク
メ
ー
ド
』
と
半
身
裸
体
の
研

究
画
で
あ
る
。共
に
真
面
目
に
力
を
こ
め
た
も
の
と
見
え
て
嬉
し
い
。［
…
］

『
ミ
ル
ク
メ
ー
ド
』
も
何
と
な
う
外
国
で
出
来
た
と
い
ふ
感
じ
が
す
る

D

。

　
「
外
国
で
出
来
た
と
い
う
感
じ
」
と
い
う
感
想
は
、
作
品
中
の
人
物
が
明
ら

か
に
西
洋
の
農
婦
と
見
え
る
こ
と
と
、
背
景
の
自
然
に
独
特
の
色
調
が
漂
う
こ

と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
が
描
か

れ
た
の
は
一
八
九
七
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
こ
と
で
あ
る
。
千
古
は
そ

の
前
年
五
月
に
美
術
学
校
を
卒
業
し
、
市
内
に
画
室
を
構
え
て
画
家
と
し
て
活

躍
中
で
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
八
月
三
日
付
け
の
日
本
語
新
聞
桑
港
時
事
は
、

卒
業
後
の
千
古
が
「
当
州
富
豪
家
の
招
請
に
応
じ
て
揮
毫
し
（
て
）
居
ら
れ
る
」

と
伝
え
て
お
り
、
そ
の
頃
地
元
の
富
裕
者
層
の
注
文
に
応
え
て
制
作
中
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
が
描
か
れ
た
経
緯
や
そ
の
モ
デ
ル
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
画
風
か
ら
一
八
九
〇
年
代
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
画
壇
の
影

響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
の
色
調
や
画
題
は
、
千
古
が
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
画
風
に

触
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
画
風
は
一
九
世
紀
中
頃
に
パ
リ
郊
外
バ

ル
ビ
ゾ
ン
村
に
お
い
て
登
場
し
た
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
そ
の
影
響
が
最
も

強
く
現
れ
た
の
は
、
か
な
り
の
時
差
を
経
た
一
八
九
〇
年
代
で
あ
る
。
特
に
、

ト
ー
ナ
リ
ス
ト
（T

onalist

）
と
呼
ば
れ
る
画
家
た
ち
は
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
的
画

題
を
扱
い
つ
つ
も
、
よ
り
詩
的
で
理
想
的
な
表
現
を
試
み
た
。
独
特
の
柔
ら
か

い
陰
影
と
色
調
を
用
い
、
風
景
を
忠
実
に
再
現
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
そ
の
雰
囲

気
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
ト
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
代
表
的
画
家
た
ち
が
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
活
躍
を
始
め
た
の
が
、
一
八
九
〇
年
代
で
あ
っ
た
。
千
古
が
そ
の
影

響
を
受
け
、
自
作
で
ト
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
画
題
を
試
し
て
み
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
後
半
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
は
、
自
由

な
空
気
や
独
特
の
豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す
牧
歌
的
雰
囲
気
を
求
め
て
、
ア

メ
リ
カ
東
部
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
多
く
の
画
家
た
ち
が
や
っ
て
き
た
。
そ
の

一
人
で
風
景
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
ネ
ス
（George Inness, 

1825-1894

）
は
、
一
八
九
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
訪
れ
、
バ
ル
ビ
ゾ

ン
派
の
影
響
が
色
濃
い
風
景
画
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。
イ
ネ
ス
と
共
に
制
作

し
て
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
の
風
景
画
家
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
キ
ー
ス
（W

illiam
 K

eith, 1838-1911

）
は
、
そ
の
後
雰
囲
気
を
重
視
し

た
風
景
画
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
、
千
古
の
在
学
中
に
マ
ー
ク
・
ホ
プ

キ
ン
ス
裸
体
画
ク
ラ
ス
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た
ア
ー
サ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
・
マ

シ
ュ
ー
ズ
（A

rthur Frank M
athew

s, 1860-1945

）
は
、
一
九
世
紀
末
及

び
二
〇
世
紀
初
期
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
代
表
す
る
ト
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
人
で

あ
っ
た
。

　

故
に
、
ア
メ
リ
カ
で
制
作
さ
れ
た
「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
が
白
馬
会
展
に
お
い

て
「
外
国
的
」
と
評
さ
れ
た
こ
と
は
的
確
な
指
摘
で
あ
る
し
、
外
光
派
の
表
現

が
主
流
で
あ
る
白
馬
会
の
傾
向
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
方
で
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は
「
今
回
の
花
形
」
と
も
言
わ
れ
な
が
ら

E

、
否
定
的
な
評
価
の
矛
先
は
、
千
古

作
品
の
異
質
さ
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
〇
五
年
十
月
三
日

付
の
毎
日
新
聞
上
で
、
坂
井
犀
水
は
、
千
古
の
作
品
は
「
色
調
軽
淡
で
、
画
趣

が
ち
ょ
っ
と
周
囲
の
も
の
と
異
な
っ
て
居
る
の
で
、
衆
目
を
惹
く
か
ら
新
聞
の

評
判
は
高
い
が
、
画
の
気
品
が
乏
し
い
」
と
酷
評
し
た
。
も
っ
と
辛
辣
な
批
評

は
一
九
〇
五
年
十
月
十
二
日
付
『
日
本
』
に
寄
せ
た
同
行
二
人
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
以
下
、
そ
の
原
文
を
引
用
す
る
。

　
　

�

小
林
千
古
と
い
う
名
は
今
度
の
会
に
始
め
て
見
え
た
や
う
で
あ
る
が
、
其

画
の
多
き
こ
と
場
中
一
番
で
あ
る
。
聞
く
処
に
よ
る
と
米
国
の
修
行
で
あ

る
さ
う
な
が
、
さ
う
思
ふ
と
、
な
ん
と
な
く
米
国
臭
く
て
、
画
に
一
種
の

軽
薄
な
調
子
が
あ
る
。［
…
］
兎
に
角
巴
里
の
本
場
処
の
気
風
を
輸
入
し

て
何
処
か
に
真
面
目
な
処
の
あ
る
我
が
画
界
に
、
か
ゝ
る
米
国
風
の
軽
薄

な
分
子
は
混
入
し
た
く
な
い

F

。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
修
行
が
千
古
作
品
に
軽
薄
な
調
子
と
「
米
国
臭
さ
」
を
与
え

て
い
る
と
評
す
る
こ
の
否
定
的
な
反
応
は
、
出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
で
、
主
と

し
て
「
ミ
ル
ク
メ
イ
ド
」
や
「
米
国
写
景

G

」
等
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
制
作
さ
れ

た
油
彩
画
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
は
、
当
時
の
日

本
美
術
界
の
強
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
向
と
ア
メ
リ
カ
美
術
軽
視
の
傾
向
を
も
示
唆

し
て
い
る
。
白
馬
会
展
に
出
品
さ
れ
た
千
古
作
品
の
中
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日

本
で
描
か
れ
た
風
景
画
も
あ
り
、
例
え
ば
、「
広
島
夏
の
川
」（
一
九
〇
三
年
制

作
）
と
い
う
パ
ス
テ
ル
に
よ
る
明
る
い
色
彩
表
現
に
よ
る
小
品
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
白
馬
会
展
評
に
は
こ
の
作
品
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
千
古
作

品
の
評
価
は
、
よ
り
印
象
の
強
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
制
作
さ
れ
た
油
彩
画
作
品

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

　

パ
リ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
は
、
特
に
二
つ
の
点
で
千
古
に
と
っ

て
意
義
深
い
も
の
に
な
っ
た
。
第
一
に
、
パ
リ
で
勉
強
し
て
い
た
黒
田
清
輝
や

岡
田
三
郎
助
を
始
め
と
す
る
日
本
人
画
家
た
ち
と
知
り
合
う
機
会
を
得
た
か
ら

で
あ
る
。
千
古
の
パ
リ
滞
在
は
短
く
、
一
九
〇
〇
年
十
二
月
か
ら
一
九
〇
一
年

八
月
に
か
け
て
の
約
八
ヵ
月
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
滞
在
で
出
来
た
黒
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田
や
他
の
画
家
た
ち
と
の
結
び
つ
き
の
お
か
げ
で
、
千
古
は
白
馬
会
参
加
や
学

習
院
講
師
（
後
に
は
助
教
授
）
と
い
う
、
日
本
で
の
履
歴
を
築
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

　

千
古
の
パ
リ
生
活
を
支
え
た
大
き
な
存
在
は
、「
パ
ン
テ
オ
ン
会
」
と
い
う

パ
リ
在
住
日
本
人
学
生
の
親
睦
団
体
で
あ
る
。
こ
の
会
は
、
黒
田
清
輝
、
岡
田

三
郎
助
、
中
村
不
折
等
を
始
め
と
す
る
芸
術
家
だ
け
で
な
く
、
法
学
、
教
育
学
、

文
学
等
、様
々
な
専
門
分
野
で
学
ぶ
日
本
人
学
生
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

パ
ン
テ
オ
ン
会
は
終
身
会
員
制
で
、
会
員
た
ち
に
よ
る
文
章
や
絵
画
を
集
め
た

雑
誌
が
作
ら
れ
、
ま
た
、
定
期
的
に
集
ま
り
が
催
さ
れ
た

H

。
興
味
深
い
の
は
、

日
本
で
は
白
馬
会
、
太
平
洋
画
会
、
日
本
画
と
種
々
の
流
派
に
分
か
れ
て
し
ま

う
画
家
た
ち
が
、
パ
リ
で
は
一
つ
の
会
の
会
員
と
し
て
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
経
歴
や
画
風
の
異
な
る
千
古

が
後
に
白
馬
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
自
然
な
成
り
行
き

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
に
関
し
て
大
事
な
の
は
、
千
古
が
ア
メ
リ
カ
で
受

け
た
美
術
教
育
だ
け
で
は
十
分
に
理
解
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

巨
匠
絵
画
の
実
物
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
納
得
で
き
た
点
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

教
国
家
ア
メ
リ
カ
で
長
年
生
活
し
た
経
験
は
、
彼
が
宗
教
的
題
材
を
理
解
す
る

上
で
参
考
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
の
美
術
史
の
授
業
の

中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
伝
統
絵
画
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
一
九
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
千
古
が
取
り
組
み
始
め
た
寓
意
的
な
作
品

を
検
討
す
る
上
で
、
ア
メ
リ
カ
留
学
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遊

学
を
通
じ
て
千
古
が
受
け
た
、
伝
統
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
影
響
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
美
術
館
巡
り
で
巨
匠
た
ち
に
よ
る

宗
教
絵
画
を
鑑
賞
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
題
材
を
的
確
に
扱
え
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
例
が
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
フ
ラ
ン
ス

滞
在
中
の
一
九
〇
一
年
に
、
パ
リ
の
展
覧
会
に
出
品
す
る
目
的
で
制
作
さ
れ

た

I

。
女
性
に
矢
を
射
ら
れ
た
男
性
の
背
後
に
天
使
が
立
つ
構
図
で
描
か
れ
た
こ

の
作
品
は
、
従
来
の
論
文
で
は
「
殉
教
の
図
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る

J

。
そ
の
理

由
は
、
矢
を
射
ら
れ
た
男
性
の
構
図
が
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
西
洋

絵
画
で
描
か
れ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
殉
教
者
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
を
連
想
さ

せ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
制
作
時
に
パ
リ
滞
在
中
で
あ
っ
た
点
を
考

慮
す
れ
ば
、
男
性
の
構
図
を
考
え
る
際
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
で
描
か
れ
た
聖

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
を
千
古
が
念
頭
に
置
い
た
こ
と
は
、
十
分
に
可
能
性
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
千
古
の
実
際
の
制
作
意
図
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�

巴
里
の
展
覧
会
へ
出
品
の
為
揮
毫
の
画
は
、男
の
恋
に
負
け
た
油
絵
で
す
。

是
は
米
国
で
女
の
恋
の
敗
者
た
る
図
よ
り
思
い
当
っ
て
、
自
分
は
男
性
を

罪
に
せ
ず
に
女
性
を
罪
に
し
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
男

の
恋
に
負
け
て
天
使
よ
り
月
桂
樹
を
受
く
る
図
で
す

K

。
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つ
ま
り
、
文
字
通
り
宗
教
に
身
を
捧
げ
た
「
殉
教
」
と
い
う
よ
り
は
、
恋
に

身
を
捧
げ
た
青
年
を
描
い
た
、
象
徴
的
な
作
品
な
の
で
あ
る
。「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

以
前
の
千
古
作
品
は
人
物
画
と
風
景
画
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
寓
意
性

や
象
徴
性
を
持
っ
た
作
品
、
い
わ
ゆ
る
「
理
想
画
」
と
も
言
え
る
よ
う
な
作
品

は
な
い
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
研
究
を
経
て
、
千
古
は
理
想
画
と
い
う

新
し
い
様
式
に
一
歩
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
千
古
に
寓
意
的
、
理
想
的
作
品
を
目
指
す
機
会
や

知
識
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
で

学
ん
だ
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
作
品
研
究
を
通
し
て
実
を
結
ん
だ
の
だ
と
言

え
る
。
前
述
し
た
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
教
官
マ
シ
ュ
ー
ズ
は
、
ト
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
寓
意
的
人
物
画
や
歴
史
画
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

だ
画
家
で
あ
る
。
彼
は
、
千
古
と
同
時
期
に
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
で
学
ん
だ

妻
ル
シ
ア
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
（Lucia M

athew
s, 1870-1955

）
と
共
に
、
装
飾

的
絵
画
様
式
で
知
ら
れ
て
い
る

L

。
千
古
の
在
学
時
、
マ
シ
ュ
ー
ズ
は
生
徒
た
ち

に
、
彼
の
画
風
を
ま
ね
る
の
で
は
な
く
自
分
自
身
の
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る
よ

う
に
、
ま
た
、
パ
リ
で
勉
強
す
る
よ
う
に
促
し
た
。
そ
の
教
え
が
、
千
古
の
中

に
ず
っ
と
根
付
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

理
想
画
「
誘
惑
」
と
日
本
美
術
界

　

帰
国
後
の
千
古
は
西
洋
的
な
主
題
か
ら
徐
々
に
離
れ
、
日
本
の
土
壌
に
合
う

主
題
を
洋
画
と
い
う
形
式
の
中
で
取
り
扱
お
う
と
し
て
い
た
。
帰
国
翌
年
の

一
九
〇
四
年
に
制
作
さ
れ
た
「
中
道
」
は
、
千
古
が
目
指
し
て
い
た
方
向
を
示

す
試
験
的
作
品
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。「
中
道
」
は
、
左
に
天
女
、
中
央
に
仏
、

そ
し
て
右
に
は
嘆
き
悲
し
む
女
を
配
置
し
た
三
点
で
構
成
さ
れ
て
い
る

M

。「
是

迄
欧
米
の
形
式
に
現
は
れ
た
技
術
の
学
ん
だ
所
は
捨
て
ず
に
、
日
本
化
さ
し
た

い
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
千
古
の
最
終
目
標
は
彼
が
西
洋
で
学
ん
だ
も
の
を
日

本
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

N

。

　

第
十
回
白
馬
会
展
に
出
品
し
た
「
中
道
」
に
向
け
ら
れ
た
批
評
は
厳
し
か
っ

た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
五
年
十
月
二
七
日
付
時
事
新
報
は
、「
日
本
人
の
手
に

な
っ
た
神
話
的
の
作
品
は
た
だ
一
時
の
好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
慰
み
に
や
っ
て
見

た
も
の
と
し
か
思
え
ぬ
の
で
有
難
味
と
か
崇
高
と
か
云
う
感
念
は
何
と
し
て
も

起
こ
っ
て
来
な
い
」
と
、
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
中
道
」

の
よ
う
な
寓
意
的
作
品
は
、
当
時
の
日
本
美
術
界
で
は
ま
だ
新
し
く
、
写
実
主
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義
を
重
ん
じ
る
人
々
の
固
定
観
念
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
七
年
の
東
京
府
勧
業
展
覧
会
に
出
品
し
た
理
想
画
が
、「
誘
惑
」
で

あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
同
展
覧
会
中
で
、
青
木
繁
の
「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の

宮
」
と
共
に
受
賞
の
前
評
判
が
高
か
っ
た
が
、
結
局
は
両
作
品
と
も
無
賞
に
終

わ
っ
た
。
一
等
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
中
村
不
折
の
「
建
国
創
業
」
で
あ
っ
た
が
、

審
査
で
派
閥
争
い
に
絡
む
不
公
平
が
あ
っ
た
と
し
て
、
不
折
は
賞
を
辞
退
し
て

い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
三
点
の
い
ず
れ
も
が
日
本
的
な
主
題
の
理
想

画
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
青
木
作
品
は
神
話
を
、
不
折
作
品
は
建
国
思

想
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
、そ
の
題
名
か
ら
も
判
断
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

千
古
作
品
解
釈
の
難
解
さ
は
、
世
論
が
意
見
を
二
分
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

一
九
〇
七
年
七
月
二
一
～
二
三
日
の
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
日
本
新

聞
の
「
三
宅
克
己
君
に
与
ふ
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
難
解
な
が
ら
も
理
想

画
に
取
り
組
む
意
義
を
認
め
る
支
持
者
が
い
る
一
方
で
、
理
想
画
の
難
解
さ
を

非
難
し
、
写
実
主
義
を
大
事
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
の
反
対
意
見
も
あ
っ
た
。

三
月
二
五
日
付
東
京
日
々
新
聞
の「
理
想
画
に
就
い
て
」と
い
う
記
事
で
は
、「
誘

惑
」
は
「
多
く
の
興
味
を
与
え
ず
わ
ざ
と
ら
し
き
点
多
き
は
恨
む
べ
し
」
と
述

べ
た
後
に
、「
欧
米
名
家
が
苦
心
の
作
中
に
見
る
渾
然
融
和
の
神
境
に
達
す
る

成
功
の
作
は
之
を
得
る
に
未
だ
甚
だ
遠
し
」
と
、
日
本
人
が
理
想
画
を
描
く
こ

と
の
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
八
月
四
日
付
読
売
新
聞
の
「
美
術
界
雑
感
Ｘ

Ｙ
Ｚ
」
と
い
う
欄
で
は
、「
絵
画
で
理
想
画
が
尊
く
て
写
実
画
が
卑
し
い
と
い
っ

て
、『
誘
惑
』
な
ど
を
云
々
す
る
者
が
あ
る
が
愚
か
な
こ
と
だ
」
と
批
判
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、「
中
道
」
や
「
誘
惑
」
で
千
古
が
目
指
し
た
日
本
的
な
主
題
で
抽

象
的
概
念
を
表
現
す
る
と
い
う
方
向
性
は
、
全
く
の
孤
軍
奮
闘
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
抽
象
的
概
念
を
表
現
す
る
絵
画
作
品
、
い
わ
ゆ
る
「
構
想
画
」
の

発
想
は
、
実
は
一
八
九
〇
年
代
の
黒
田
清
輝
の
試
み
に
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。

黒
田
が
「
構
想
画
」
か
ら
離
れ
、
よ
り
大
衆
に
分
か
り
や
す
い
表
現
に
変
更
し

て
い
っ
た
後
に
は
、
そ
の
試
み
は
、
藤
島
武
二
や
青
木
繁
に
代
表
さ
れ
る
歴
史

画
や
理
想
画
の
登
場
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る

O

。
そ
れ
は
千
古

が
理
想
画
を
目
指
し
た
の
と
同
時
期
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
写
実
主
義
か
ら
出

発
し
た
洋
画
の
発
達
は
、
浪
漫
主
義
の
隆
盛
と
共
に
、
抽
象
的
概
念
を
表
現
す

る
と
い
う
次
の
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ

方
向
性
を
目
指
し
て
い
た
青
木
の「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」と
千
古
の「
誘

惑
」
が
同
じ
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は

な
い
。

　

西
洋
文
化
の
土
台
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
統
的
西
洋
絵
画
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
の
に
倣
い
、
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ
っ
た
千
古
は
、
日

本
の
風
土
に
な
じ
ん
で
き
た
仏
教
を
よ
り
現
代
的
な
絵
画
形
式
で
表
現
し
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
千
古
最
後
の
作
品
「
誘
惑
」
は
、
そ
の
考
え

を
顕
著
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
西
洋
の
悪
魔
に

導
か
れ
て
切
り
立
っ
た
崖
か
ら
下
に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
目
隠
し
さ
れ
た
日

本
人
の
少
女
を
、
天
女
が
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
悪
魔
が
手
を
指
し
示
す
方
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角
に
は
十
字
架
の
つ
い
た
墓
が
あ
り
、
日
本
土
着
の
も
の
と
西
洋
的
な
も
の
の

対
立
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

つ
ま
り
、
画
家
と
し
て
の
手
法
は
西
洋
で
の
教
育
と
研
究
に
基
づ
い
て
い
た

が
、
千
古
は
そ
の
知
識
と
技
術
を
日
本
的
な
題
材
の
中
で
活
か
そ
う
と
努
力
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
露
戦
争
前
後
の
日
本
で
は
よ
り
愛
国
的
な
題

材
が
好
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
古
作
品
に
お
け
る
日
本
的
主
題
の
追
求

は
、
存
命
中
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
洋
画
家
小
林
千

古
の
名
前
は
、
そ
の
早
す
ぎ
る
死
と
共
に
美
術
史
か
ら
消
え
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
将
来
有
望
な
新
進
画
家
で
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
ア
メ
リ

カ
で
美
術
教
育
を
受
け
た
経
歴
を
持
つ
小
林
千
古
に
向
け
ら
れ
た
日
本
美
術
界

の
評
価
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
厳
し
く
、
ま
た
千
古
に
と
っ
て
不
運
な
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
日
本
に
お
い
て
洋
画
が
急
激
な
発
展
段
階
に
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
盲
目
的
に
西
洋
文
化
に
追
従
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

か
ら
学
ん
だ
知
識
、
技
術
を
用
い
て
独
自
の
様
式
を
追
い
求
め
よ
う
と
し
た
画

家
小
林
千
古
は
、
日
本
近
代
絵
画
の
礎
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

付
記

　

千
古
の
本
名
は
小
林
花
吉
で
あ
る
。
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
在
籍
中
の
一
八
九
五
年

に
万
古
と
い
う
雅
号
を
利
用
し
始
め
、更
に
、一
九
〇
五
年
の
白
馬
会
展
に
参
加
し
た
際
、

名
前
が
似
て
い
る
小
林
萬
吾
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
万
古
を
千
古
と
変
え
た
。
本

稿
で
は
全
て
千
古
で
統
一
し
て
あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
で
引
用
し
た
新
聞
記
事
は
、
特

に
註
で
記
載
し
て
い
な
い
限
り
、
千
古
の
死
後
に
残
さ
れ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
「
千

古
小
林
花
吉
遺
録
」（
は
つ
か
い
ち
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
使

用
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
三
年
に
ハ
ワ
イ
大
学
ア
ジ
ア
研
究
科
修
士
論
文
と
し
て
提
出
し
た

拙
稿 "Japanese A

rtists in the U
nited States: A

 Study of Japan-U
.S. A

rtistic 
R

elations" 

の
第
三
章
と
、
は
つ
か
い
ち
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
小
林
千
古
展
」
図
録

（
二
〇
〇
七
年
五
月
発
行
）
掲
載
の
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
の
万
古
、
日
本
の
千
古
」
を
基
に
、

改
訂
、
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
は
つ
か
い
ち
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
山
田
博
規
学
芸
員

並
び
に
広
島
県
立
美
術
館
の
角
田
新
学
芸
員
の
お
二
人
か
ら
頂
い
た
ご
助
言
及
び
ご
助

力
に
、
心
か
ら
感
謝
す
る
。

註（１
）�　

一
八
八
〇
年
代
当
時
に
は
ま
だ
独
立
国
で
あ
っ
た
ハ
ワ
イ
は
、
主
産
業
で
あ
っ

た
砂
糖
黍
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
深
刻
な
労
働
力
不
足
の
打
開
策
を
探

し
て
い
た
。
そ
の
結
果
当
時
の
ハ
ワ
イ
政
府
が
日
本
と
結
ん
だ
条
約
に
よ
り
、

一
八
八
五
年
よ
り
、
官
約
移
民
と
し
て
多
く
の
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
を
目
指
す
こ
と

と
な
っ
た
。
官
約
移
民
は
一
八
九
四
年
に
終
了
し
た
が
、
そ
の
後
も
ハ
ワ
イ
へ
の

移
民
は
増
加
し
続
け
、
ハ
ワ
イ
が
ア
メ
リ
カ
に
合
併
さ
れ
た
一
八
九
八
年
以
降
に

は
、
ハ
ワ
イ
経
由
で
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
移
住
す
る
日
本
人
も
急
増
し
た
の
で
あ
る
。

千
古
の
渡
米
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、本
人
が
後
に
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
私

は
廣
島
県
の
者
で
あ
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
通
り
廣
島
縣
人
は
、
布
哇
又
は
米
國
へ

出
稼
し
た
者
が
多
い
。
其
の
内
に
は
日
本
に
幾
分
の
金
を
持
っ
て
帰
っ
て
、
先
方

の
自
慢
話
を
為
す
者
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
フ
ト
米
國
へ
行
っ
て
勉
強
し
た
い
と
い

ふ
心
を
起
し
ま
し
た
。」
小
林
千
古
「
米
國
と
繪
畫
」（
渡
米
協
會
『
渡
米
雑
誌
』、

第
一
号
、
一
九
〇
六
年
、
所
収
）、
一
二
頁
。

（
２
）�　sfJapantow

n100.org, "San Francisco Japantow
n H

istory," http://
sfjapantow

n100.squarespace.com
/history/. 

勤
労
学
生
と
し
て
十
九
世
紀
末

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
滞
在
し
た
著
名
人
に
は
、
芸
術
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の

父
と
し
て
も
知
ら
れ
る
詩
人
野
口
米
次
郎
が
い
る
。
一
八
九
三
年
に
渡
米
し
た
野

口
と
千
古
の
交
友
は
、
在
米
中
だ
け
で
な
く
二
人
の
帰
国
後
も
続
い
た
。
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（
３
）　

小
林
千
古
「
米
國
と
繪
畫
」、
一
三
頁
。

（
４
）�　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
校
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
最
も
初
期
に

設
立
さ
れ
た
美
術
学
校
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
学
校
は
何
度
も
の
校
名
変

更
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
、
移
転
を
経
て
、
一
九
六
一
年
に
現
在
の
校

名 San F
rancisco A

rt Institute

に
改
名
さ
れ
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
多

く
の
芸
術
家
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
の

歴
史
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。R

aym
ond L. W

ilson, "T
he F

irst A
rt 

School in the W
est: T

he San Francisco A
rt A

ssociation's California 
School of D

esign," A
m

erican
 A

rt Jou
rn

al, vol.14, no. 1, W
inter 1982, 

42-55; Robert H
ow

e Fletcher, ed., "T
he California School of D

esign: 
Supplem

ent of the M
ark H

opkins Institute Review
 of A

rt," in
 T

h
e 

M
ark H

opkin
s In

stitu
te R

eview
 of A

rt, http://sunrise.berkeley.edu/
uchistory/archives_exhibits/online_exhibits/1899/docum

ent_ texts/
m

arkhopkins1902.htm
l.

（
５
）�　

代
表
的
な
画
家
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
教
育
を
受
け
た
ア
メ
リ

カ
人
ア
ー
サ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
、A

m
edee Joullin

（1862-1917

）

や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
育
っ
た
イ
ギ
リ
ス
出
身
のR

aym
ond D

abb Y
elland 

（1848-1900

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
に
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
のE

rnest N
arjot 

（1826-1898

）
や
、
ド
イ
ツ
出
身
のO

scar K
unath

（1830-1909
）
も
い
た
。

（
６
）　W

ilson, 55.

（
７
）�　

こ
の
記
事
の
中
で
千
古
の
名
前
は
誤
っ
てH

. T
obayashi

と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
他
の
新
聞
記
事
も
含
め
て
当
時
日
本
人
名
の
誤
記
載
は
多
く
、
記
事
が
「
千

古
小
林
花
吉
遺
録
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
言
及
さ
れ
て
い

る
の
が
千
古
で
あ
る
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
。

（
８
）�　"H

orace Platt A
w

ards M
edals," S

an
 F

ran
cisco C

h
ron

icle, 20 M
ay 

1896; "M
any Prizes A

w
arded," S

an
 F

ran
cisco E

xam
in

er, 20 M
ay 1896; 

"Prize Pupils of the School of D
esign," S

an
 F

ran
cisco C

h
ron

icle, 20 
M

ay 1897; Institute of A
rt," S

an
 F

ran
cisco E

xam
in

er, 20 M
ay 1897. 

「
小
林
花
吉
氏
の
名
誉
」、
桑
港
時
事
、
一
八
九
六
年
五
月
二
〇
日
。
広
島
県
立
美

術
館
「
廿
日
市
が
生
ん
だ
日
本
洋
画
壇
の
巨
匠
小
林
千
古
画
集
」（
一
九
八
八
年
、

三
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
七
年
五
月
二
一
日
付
のD

aily Japan
 H

erald

は

「
金
牌
ハ
桜
花
男
児
の
手
に
落
つ
『
小
林
万
古
氏
の
名
誉
』」
と
報
道
し
て
い
る
が
、

記
事
原
文
は
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
。S

a
n

 F
ra

n
cisco E

xa
m

in
er

とS
an

 F
ran

cisco C
h

ron
icle

は
、
い
ず
れ
も
一
八
六
〇
年
代
に
創
刊
さ
れ
た
、

一
九
世
紀
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
主
要
新
聞
で
あ
る
。

（
９
）�　

言
及
さ
れ
て
い
る
作
品
は "a pair of ibis by K

obayashi" 

と
あ
り
、
受
賞

作
品
で
は
な
い
。
展
示
会
で
は
、
受
賞
作
以
外
に
も
生
徒
た
ち
に
よ
る
多
く
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。"H

orace Platt A
w

ards M
edals," S

an
 F

ran
cisco 

C
h

ron
icle, 20 M

ay 1896.

（
10
）�　

小
林
千
古
「
米
國
と
繪
畫
」、
一
三
頁
。

（
11
）�　

一
八
九
六
年
の
審
査
員
は
、
画
家E

m
ile. M

. Pissis 

、
画
家E

rnest 
Peixotto

、
画
家Charles Chapel Judson 

と
、
建
築
家Edw

ard R. Sw
ain

、 

画
家
兼
彫
刻
家B

ruce Porter

の
五
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
七
年

の
審
査
員
は
、
画
家Charles Chapel Judson

、
版
画
家H

elen H
yde

、
画
家

Giuseppe Gadenasso

、H
arry Stew

art Fonda

（
専
門
分
野
は
不
明
）
の
四
人

で
あ
る
。"H

orace Platt A
w

ards M
edals," S

an
 F

ran
cisco C

h
ron

icle, 20 
M

ay 1896; "M
any Prizes A

w
arded," S

an
 F

ran
cisco E

xam
in

er, 20 M
ay 

1896; "Prize Pupils of the School of D
esign," S

an
 F

ran
cisco C

h
ron

icle, 
20 M

ay 1897; Institute of A
rt," S

an
 F

ran
cisco E

xam
in

er, 20 M
ay 1897. 

小
林
千
古
「
米
國
と
繪
畫
」、
一
三
頁
。

（
12
）�　

ホ
ノ
ル
ル
で
の
千
古
は
、
当
時
の
ハ
ワ
イ
州
知
事
、
ハ
ワ
イ
銀
行
頭
取
や
、
故

ビ
ク
ト
リ
ア
・
カ
イ
ウ
ラ
ニ
王
女(V

ictoria K
a'iulani)

の
肖
像
を
描
い
て
い
る
。

地
元
の
新
聞
で
、
ホ
ノ
ル
ル
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
千
古
は
「
生
ま
れ
は
東
洋
だ

が
、
西
海
岸
最
高
の
学
校
で
訓
練
し
、
金
メ
ダ
ル
も
受
賞
し
て
お
り
、
西
海
岸
出

身
の
優
れ
た
画
家
た
ち
に
匹
敵
す
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。"A

 N
ew

 A
rtist," 

P
acific C

om
m

ercial A
d

vertiser, 1 July 1899.
（
13
）�　
「
小
林
万
古
氏
」、
新
世
界
新
聞
、
一
九
〇
二
年
一
月
二
六
日
。「
萬
古
画
伯
の
近

作
」、
布
哇
新
報
、
一
九
〇
二
年
十
二
月
二
六
日
。

（
14
）�　

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
「
植
野
健
造
氏
作
成

白
馬
会
関
係
新
聞
記
事
一
覧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機

構
東
京
文
化
財
研
究
所
）、http://w

w
w

.tobunken.go.jp/kuroda/archive/
at_new

sp/index.htm
l.
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（
15
）�　
「
白
馬
会
展
覧
会
」、
人
民
、
一
九
〇
五
年
九
月
二
八
日
。
前
掲
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

よ
り
引
用
。

（
16
）　

前
掲
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
引
用
。

（
17
）�　

植
野
健
造
編
「
白
馬
会
展
全
十
三
回
の
記
録
」
に
よ
れ
ば
出
品
さ
れ
た
「
米
国

写
景
」
は
三
作
品
あ
る
が
、
所
在
や
絵
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
石
橋
財
団
ブ

リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
石
橋
財
団
石
橋
美
術
館
「
結

成
百
年
記
念
白
馬
会―

明
治
洋
画
の
新
風
」（
日
本
経
済
新
聞
、
一
九
九
六
年
）、

二
一
九
頁
。

（
18
）�　
『
パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌
』
研
究
会
「
パ
リ
一
九
〇
〇
年
・
日
本
人
留
学
生
の
交

遊
─
『
パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌
』
資
料
と
研
究
」（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
）、

三
五
七
頁
。

（
19
）�　

実
際
に
は
、
千
古
が
急
病
に
な
っ
た
た
め
、
展
覧
会
出
品
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ

た
。
日
本
で
は
裸
体
画
で
あ
っ
た
た
め
に
展
覧
会
出
品
が
出
来
ず
、
そ
の
た
め
、

千
古
の
存
命
中
に
公
式
展
示
さ
れ
た
記
録
は
な
い
。

（
20
）�　

岡
本
隆
寛
「
幻
の
洋
画
家
小
林
千
古
」（
広
島
県
立
美
術
館
『
幻
の
洋
画
家
小
林

千
古
図
録
』、
一
九
八
四
年
、
所
収
）、
四
六
頁
。（
広
島
県
立
美
術
館
『
廿
日
市
が

生
ん
だ
日
本
洋
画
壇
の
巨
匠
小
林
千
古
画
集
』
に
も
同
論
文
掲
載
。
三
五
頁
。）

（
21
）�　

小
林
千
古
「
米
國
と
繪
畫
」、
一
四
頁
。

（
22
）�　

ル
シ
ア
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
の
作
品
は
、
千
古
が
エ
イ
ブ
リ
ー
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た

一
八
九
七
年
に
同
じ
油
彩
画
部
門
で
選
外
佳
作
に
選
ば
れ
て
い
る
。

（
23
）�　
「
中
道
」
の
所
在
は
現
在
不
明
で
あ
る
。

（
24
）�　

小
林
千
古
「
現
時
の
洋
画
に
就
て
」（
広
島
県
立
美
術
館
『
廿
日
市
が
生
ん
だ
日

本
洋
画
壇
の
巨
匠
小
林
千
古
画
集
』、
所
収
）、
四
五
頁
。

（
25
）�　

一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
の
白
馬
会
展
の
特
徴
は
、
歴
史
画

や
理
想
画
の
登
場
で
あ
っ
た
。「
結
成
百
年
記
念
白
馬
会
─
明
治
洋
画
の
新
風
」、

七
六
頁
。

（
ば
ば
・
し
ょ
う
こ　

ハ
ワ
イ
大
学
大
学
院
・
博
士
課
程
）
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